
(57)【要約】
【課題】　ポリアクリル酸架橋セルロース繊維、その繊維の製造方法、及び繊維を含む製
品を提供する。
【解決手段】　漂白剤で処理されたポリアクリル酸架橋セルロース繊維を含む、漂白ポリ
アクリル酸架橋セルロース繊維とその製造方法を提供する。該繊維は、漂白剤で処理され
ていないポリアクリル酸架橋セルロース繊維より大きい白色度指数を有することが好まし
く、該漂白剤が過酸化水素を含むことが好ましい。また、漂白ポリアクリル酸架橋セルロ
ース繊維を含む吸収性製品であって、該漂白ポリアクリル酸架橋セルロース繊維が漂白剤
で処理されたポリアクリル酸架橋セルロース繊維を含む、前記製品を提供する。該製品は
、布巾、ティシュー、又はタオルであることが好ましく、また、幼児用おむつ、成人用失
禁製品、又は婦人用衛生製品であることが好ましい。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 漂 白 剤 で 処 理 さ れ た ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 含 む 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架
橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 。
【 請 求 項 ２ 】
　 漂 白 剤 で 処 理 さ れ て い な い ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 よ り 大 き い 白 色 度 指 数 を
有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 繊 維 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 漂 白 剤 は 過 酸 化 水 素 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 繊 維 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 漂 白 剤 は 過 酸 化 水 素 を 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム と 組 合 せ て 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 繊 維 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 に 漂 白 剤 を 施 用 す る こ と を 含 む 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル
ロ ー ス 繊 維 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 漂 白 剤 は 過 酸 化 水 素 を 含 む 、 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 過 酸 化 水 素 を 繊 維 １ ト ン あ た り 約 ０ ． １ ～ 約 ２ ０ ポ ン ド （ 約 ０ ． ０ ５ ～ 約 ９ ｋ ｇ ） の 量
で 繊 維 に 施 用 す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 漂 白 剤 は 過 酸 化 水 素 を 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム と 組 合 せ て 含 む 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 繊 維 １ ト ン あ た り 約 ５ ポ ン ド （ 約 ２ ｋ ｇ ） ま で の 量 で 繊 維 に 施 用 す
る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 含 む 吸 収 性 製 品 で あ っ て 、 該 漂 白 ポ リ ア ク リ
ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 が 漂 白 剤 で 処 理 さ れ た ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 含 む
、 前 記 製 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 該 製 品 は 布 巾 、 テ ィ シ ュ ー 、 又 は タ オ ル で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 製 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 該 製 品 は 幼 児 用 お む つ 、 成 人 用 失 禁 製 品 、 又 は 婦 人 用 衛 生 製 品 で あ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載
の 製 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 と 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ
ー ス 繊 維 を 製 造 す る た め の 方 法 及 び 使 用 す る た め の 方 法 と に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 の 背 景
　 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 お む つ な ど の 吸 収 性 製 品 の 基 本 構 成 要 素 で あ る 。 こ れ ら の 繊 維 は 、
液 体 吸 収 構 造 を 形 成 す る が 、 こ れ は 吸 収 性 製 品 に お い て 鍵 と な る 機 能 要 素 で あ る 。 セ ル ロ
ー ス フ ラ フ （ fluff） パ ル プ は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 の 一 形 態 で あ り 、 空 隙 体 積 の 高 い 又 は 嵩
高 い 液 体 吸 収 繊 維 構 造 が 形 成 さ れ る こ と か ら 、 こ の 用 途 に は 好 ま し い 繊 維 で あ る 。 し か し
な が ら 、 こ の 構 造 は 湿 る と 崩 壊 す る 傾 向 が あ る 。 繊 維 構 造 の 嵩 が 崩 壊 又 は 低 減 す る と 、 湿
潤 状 態 の 構 造 に お い て 保 持 す る こ と が で き る 液 体 の 体 積 が 低 減 し 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 構 造 の
湿 っ て い な い 部 分 へ の 液 体 の 吸 い 上 が り が 抑 制 さ れ る 。 そ の 結 果 と し て 、 乾 燥 し た 嵩 高 い
繊 維 構 造 の 潜 在 的 吸 収 力 が 実 現 さ れ る こ と は な く 、 繊 維 構 造 の 湿 潤 嵩 が 繊 維 構 造 全 体 の 液
体 保 持 能 を 決 定 す る 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-290655 A 2005.10.20



【 ０ ０ ０ ３ 】
　 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 か ら 形 成 さ れ た 繊 維 構 造 は 、 一 般 的 に 、 非 架 橋 繊 維 か ら 形 成 さ れ た
も の と 比 較 し て 、 湿 潤 嵩 が 向 上 さ れ て い る 。 嵩 が 向 上 さ れ る と い う こ と は 、 架 橋 の 結 果 と
し て 繊 維 に 与 え ら れ た 剛 性 、 撚 り 、 及 び カ ー ル の 結 果 で あ る 。 し た が っ て 、 有 利 な こ と に
は 、 架 橋 繊 維 は そ の 湿 潤 嵩 を 向 上 さ せ る た め に 吸 収 性 製 品 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ポ リ カ ル ボ ン 酸 は 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 に 対 し て 使 用 さ れ て き た 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 5,
137,537号 ； 米 国 特 許 第 5,183,707号 ； 及 び 米 国 特 許 第 5,190,563号 を 参 照 の こ と 。 こ れ ら
の 参 照 文 献 に は 、 Ｃ 2 － Ｃ 9 ポ リ カ ル ボ ン 酸 で 架 橋 さ れ 、 個 々 に 区 別 さ れ た セ ル ロ ー ス 繊 維
を 含 有 す る 吸 収 性 構 造 が 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら の 個 々 に 区 別 さ れ た 架 橋 繊 維 か ら 作 ら れ
た 吸 収 性 構 造 は 、 高 い 乾 燥 及 び 湿 潤 弾 性 を 示 し 、 非 架 橋 繊 維 を 含 有 す る 構 造 と 比 較 し て 湿
り に 対 し て 改 良 さ れ た 応 答 性 を 有 す る 。 そ の う え 、 好 ま し い ポ リ カ ル ボ ン 酸 架 橋 剤 で あ る
ク エ ン 酸 は 、 比 較 的 低 い 価 格 で 大 量 に 入 手 可 能 で あ り 、 こ の た め ク エ ン 酸 は ホ ル ム ア ル デ
ヒ ド 及 び ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 付 加 生 成 物 と 商 業 的 に 競 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ポ リ カ ル ボ ン 酸 架 橋 剤 が 提 供 す る 利 点 に も か か わ ら ず 、 ク エ ン 酸 な ど の 低 分 子 量 ポ リ カ
ル ボ ン 酸 に よ り 架 橋 さ れ た セ ル ロ ー ス 繊 維 は 時 が 経 つ に つ れ て そ の 架 橋 を 失 い 、 非 架 橋 繊
維 へ と 逆 戻 り す る 傾 向 が あ る 。 例 え ば 、 ク エ ン 酸 架 橋 繊 維 は 、 貯 蔵 時 に 無 視 で き な い ほ ど
の 架 橋 の 損 失 を 示 す 。 そ の よ う な 架 橋 の 逆 戻 り は 、 一 般 的 に は 、 繊 維 の 嵩 及 び 吸 収 能 を 高
め る と い う 繊 維 架 橋 の 目 的 を く つ が え す 。 し た が っ て 、 こ れ ら の ポ リ カ ル ボ ン 酸 に よ り 架
橋 さ れ た 繊 維 の 有 効 貯 蔵 寿 命 は 比 較 的 短 く 、 こ の た め こ れ ら の 繊 維 は そ の 有 用 性 が 幾 分 限
定 さ れ る 。 し か し 、 高 分 子 ポ リ カ ル ボ ン 酸 架 橋 繊 維 は 、 こ れ ら の 繊 維 か ら 調 製 さ れ た 繊 維
ウ ェ ブ の 寿 命 に わ た っ て 実 質 的 に 変 化 し な い 密 度 を 示 す 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 6,620,865
号 を 参 照 の こ と 。 こ の 密 度 の 老 化 又 は 逆 戻 り に 対 す る 抵 抗 は 、 高 分 子 ポ リ カ ル ボ ン 酸 架 橋
剤 を 用 い て 形 成 さ れ た 安 定 な 繊 維 内 架 橋 に 関 係 し て い る 。 対 照 的 に 、 ク エ ン 酸 に よ り 架 橋
さ れ た セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 無 視 で き な い 密 度 の 増 加 を 示 し 、 時 が 経 つ に つ れ て 嵩 及 び 吸 収
能 の 損 失 を 伴 う 。 一 般 的 に は 、 密 度 の 増 加 は 、 繊 維 中 の 架 橋 レ ベ ル の 減 少 （ す な わ ち 逆 戻
り ） を 示 し て い る 。 密 度 増 加 に 加 え て 、 繊 維 ウ ェ ブ に お け る 架 橋 の 損 失 に よ り 、 嵩 高 さ が
小 さ い ウ ェ ブ と な り 、 そ の 結 果 、 吸 収 能 及 び 液 体 捕 捉 能 は 減 少 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 残 念 な が ら 、 ク エ ン 酸 又 は ポ リ カ ル ボ ン 酸 架 橋 剤 は 、 架 橋 反 応 を 行 う た め に 必 要 と さ れ
る 高 温 に お い て 、 白 色 の セ ル ロ ー ス 繊 維 の 変 色 （ す な わ ち 黄 変 ） を 引 き 起 こ し 得 る 。
　 漂 白 は 、 パ ル プ の パ ル プ 白 色 度 を 上 げ る た め の 一 般 的 な 方 法 で あ る 。 フ ラ フ パ ル プ の 外
観 を 改 良 す る た め の 産 業 上 の 慣 例 は 、 パ ル プ を こ れ ま で よ り も 高 い レ ベ ル の 白 色 度 ま で 漂
白 す る こ と で あ る （ 紙 パ ル プ 技 術 協 会 （ TAPPI） 又 は 国 際 標 準 化 機 構 （ ISO） ） 。 伝 統 的 な
漂 白 剤 と し て は 、 元 素 状 態 の 塩 素 、 二 酸 化 塩 素 、 及 び 次 亜 塩 素 酸 塩 が 挙 げ ら れ る 。 し か し
、 漂 白 は 費 用 が か か り 、 環 境 的 に 苛 酷 で あ り 、 多 く の 場 合 、 製 造 の ボ ト ル ネ ッ ク の 源 で あ
る 。 消 費 者 の 好 み は よ り 明 る く 白 い パ ル プ に つ い て 広 ま っ て い る こ と か ら 、 製 造 業 者 ら は
こ れ ま で よ り も 積 極 的 に 漂 白 ス ト ラ テ ジ ー を 追 求 し て い る 。 高 度 に 漂 白 さ れ た パ ル プ は 漂
白 程 度 の 低 い 等 価 物 よ り も “ 白 い ” が 、 こ れ ら の パ ル プ は 依 然 と し て 黄 白 色 で あ る 。 黄 白
色 の 製 品 は 望 ま し く な い 。 消 費 者 が 黄 白 色 と 比 較 し て 明 ら か に 青 白 色 を 好 む こ と を 示 唆 す
る 研 究 は 無 数 に あ る 。 青 白 色 は よ り 白 い 、 す な わ ち 「 新 鮮 」 、 「 新 し い 」 、 「 清 潔 」 と 知
覚 さ れ る が 、 黄 白 色 は 「 古 い 」 、 「 色 褪 せ た 」 、 「 汚 い 」 と 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 繊 維 の 変 色 に 加 え て 、 不 快 な に お い も 、 ク エ ン 酸 な ど の α － ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 使
用 に 関 連 し 得 る 。 最 近 で は 、 ク エ ン 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 と 関 連 し た 特 有 の に お い を 除 去
す る こ と が で き 、 こ れ ら の 繊 維 を ア ル カ リ 溶 液 （ 例 え ば 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 水 溶 液 ） 及
び 酸 化 性 漂 白 剤 （ 例 え ば 、 過 酸 化 水 素 ） と 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 白 色 度 を 改 良 で き る こ
と が 分 か っ て い る 。 米 国 特 許 第 5,562,740号 を 参 照 の こ と 。 こ の 方 法 に お い て は 、 ア ル カ
リ 溶 液 に よ り 仕 上 が り 繊 維 の ｐ Ｈ を 約 ４ ． ５ か ら 好 適 に ５ ． ５ － ６ ． ５ ま で 上 げ て い る 。
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こ の こ と と 、 酸 化 性 漂 白 剤 と を 組 合 せ る こ と に よ り 、 ク エ ン 酸 架 橋 繊 維 の 「 い ぶ し た よ う
な 焦 げ た 」 に お い の 特 徴 は 排 除 さ れ る 。 ま た 、 酸 化 性 漂 白 剤 は 最 終 製 品 の 白 色 度 を 増 す の
に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し た が っ て 、 有 利 な 嵩 と 改 良 さ れ た 白 色 度 及 び 白 さ を 有 す る 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 に 対 す
る 必 要 性 が 存 在 す る 。 本 発 明 は こ れ ら の 必 要 性 を 満 足 さ せ よ う と す る も の で あ り 、 更 な る
関 連 し た 利 点 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 発 明 の 要 旨
　 一 の 側 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る 。 本
発 明 の 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 １ 種 以 上 の 漂 白 剤 で 処 理 さ れ て お り 高
い 嵩 と 改 良 さ れ た 白 さ と を 有 す る 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ
ル ロ ー ス 繊 維 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 側 面 に お い て は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 製 造 す る た め
の 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 で は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を １ 種 以 上 の 漂 白
剤 で 処 理 し て 、 改 良 さ れ た 白 さ を 有 す る 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る 。 一 の 態 様 に お い
て は 、 架 橋 剤 は 過 酸 化 水 素 で あ る 。 別 の 態 様 に お い て は 、 架 橋 剤 は 過 酸 化 水 素 と 水 酸 化 ナ
ト リ ウ ム の 組 合 せ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 側 面 に お い て は 、 本 発 明 は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 含 む 吸 収 性
製 品 を 提 供 し 、 こ の 吸 収 性 製 品 と し て は 、 布 巾 、 タ オ ル 、 及 び テ ィ シ ュ ー 、 並 び に 幼 児 用
お む つ 、 成 人 用 失 禁 製 品 、 及 び 婦 人 用 衛 生 製 品 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し い 態 様 の 具 体 的 な 説 明
　 一 の 側 面 に お い て 、 本 発 明 は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る 。 本
発 明 の 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 １ 種 以 上 の 漂 白 剤 で 処 理 さ れ て お り 、
高 い 嵩 と 、 以 下 に 説 明 す る 白 さ 指 数 （ Whiteness Index） に よ り 測 定 し て 、 改 良 さ れ た 白
さ と を 有 す る 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 で あ る
。 こ の 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 は 、 漂 白 剤 で 処 理 さ れ て い な い ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊
維 と 比 較 し て 高 い 白 さ （ す な わ ち 、 大 き い 白 さ 指 数 ） を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 漂 白 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 か ら 作 ら れ る 。 こ
れ ら の 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 一 定 量 の ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 剤 で 処 理 し
て 、 高 い 嵩 を 有 す る 繊 維 内 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 と ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 製 造 す る た
め の 方 法 は 、 米 国 特 許 第 5,549,791号 、 5,998,511号 、 及 び 6,306,251号 に 記 載 さ れ て お り
、 こ れ ら は 各 々 全 体 と し て 参 照 に よ り 本 明 細 書 中 に 明 示 的 に 援 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 を 繊 維 内 架 橋 を 行 う の に 充 分 な
量 で セ ル ロ ー ス 繊 維 に 施 用 す る こ と に よ り 調 製 す る こ と が で き る 。 セ ル ロ ー ス 繊 維 に 施 用
す る 量 は 、 繊 維 の 全 重 量 に 基 づ い て 約 １ ～ 約 １ ０ 重 量 パ ー セ ン ト で あ る こ と が で き る 。 一
の 態 様 に お い て は 、 架 橋 剤 は 乾 燥 繊 維 の 全 重 量 に 基 づ い て 約 ４ ～ 約 ６ 重 量 パ ー セ ン ト で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 架 橋 触 媒 を 用 い て 調 製 す る こ と が で き る 。 適 す
る 触 媒 と し て は 、 塩 化 ア ン モ ニ ウ ム 、 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ
シ ウ ム 、 硝 酸 マ グ ネ シ ウ ム な ど の 酸 性 塩 や 、 リ ン （ III） を 含 有 す る 酸 の ア ル カ リ 金 属 塩
を 挙 げ る こ と が で き る 。 一 の 態 様 に お い て は 、 架 橋 触 媒 は 次 亜 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム で あ る 。
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使 用 す る 触 媒 の 量 は 、 乾 燥 繊 維 の 全 重 量 に 基 づ い て 約 ０ ． １ ～ 約 ５ 重 量 パ ー セ ン ト で 変 化
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 供 給 源 か ら も 入 手 可 能 で あ る が 、 本 発 明 の 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維
を 製 造 す る た め に 有 用 な セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 主 と し て 木 材 パ ル プ 由 来 で あ る 。 本 発 明 に 関
し て 使 用 す る の に 適 す る 木 材 パ ル プ 繊 維 は 、 そ の 後 の 漂 白 の 有 無 に か か わ ら ず 、 ク ラ フ ト
法 や 亜 硫 酸 法 な ど の 周 知 の ケ ミ カ ル 法 か ら 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 パ ル プ 繊 維 は サ ー モ
メ カ ニ カ ル 法 、 ケ ミ サ ー モ メ カ ニ カ ル 法 、 又 は こ れ ら の 組 合 せ に よ り 処 理 し て も よ い 。 好
ま し い パ ル プ 繊 維 は 、 ケ ミ カ ル 法 に よ り 製 造 さ れ る 。 砕 木 パ ル プ 繊 維 、 再 生 又 は 二 次 木 材
パ ル プ 繊 維 、 及 び 漂 白 ・ 非 漂 白 木 材 パ ル プ 繊 維 を 使 用 す る こ と が で き る 。 好 ま し い 出 発 材
料 は 、 サ ザ ン パ イ ン 、 ダ グ ラ ス フ ァ ー 、 ト ウ ヒ 及 び ツ ガ な ど の 長 繊 維 の 針 葉 樹 材 種 か ら 調
製 さ れ る 。 木 材 パ ル プ 繊 維 の 製 造 の 詳 細 は 当 業 者 に 周 知 で あ る 。 適 す る 繊 維 は 、 Weyerhae
user Companyを 含 む 多 数 の 会 社 か ら 商 業 的 に 入 手 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 サ ザ ン パ イ ン か ら
製 造 さ れ た 、 本 発 明 に お い て 使 用 す る こ と が で き る 適 す る セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 Weyerhaeus
er Companyか ら CF416、 CF405、 NF405、 PL416、 FR416、 FR516及 び NB416の 名 称 で 入 手 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 有 用 な 木 材 パ ル プ 繊 維 は 、 本 発 明 に 関 し て 使 用 す る 前 に 前 処 理 し
て も よ い 。 こ の 前 処 理 に は 、 繊 維 を 蒸 気 又 は 化 学 的 処 理 に 供 す る な ど の 物 理 的 処 理 が 含 ま
れ る 。 限 定 と 解 釈 す べ き で は な い が 、 繊 維 を 前 処 理 す る 例 と し て は 、 難 燃 剤 を 繊 維 に 施 用
す る こ と や 、 界 面 活 性 剤 又 は 、 繊 維 の 界 面 化 学 を 変 更 す る 溶 媒 な ど の 他 の 液 体 を 施 用 す る
こ と が 挙 げ ら れ る 。 他 の 前 処 理 と し て は 、 抗 菌 物 質 、 顔 料 、 及 び 増 密 度 剤 （ densificatio
n agent） 又 は 柔 軟 剤 を 組 み 込 む こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 熱 可 塑 性 樹 脂 や 熱 硬 化 性 樹 脂
な ど の 、 他 の 化 学 物 質 で 前 処 理 し た 繊 維 を 使 用 し て も よ い 。 更 に 、 複 数 の 前 処 理 を 組 合 せ
て 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る 際 に 有 用 な ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 Young, Sr et al.
へ の 米 国 特 許 第 5,447,977号 （ 参 照 に よ り 全 体 と し て 本 明 細 書 中 に 明 示 的 に 援 用 さ れ る ）
に 記 載 さ れ る よ う な 系 と 装 置 に よ り 調 製 し て も よ い 。 簡 単 に は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 の マ ッ ト
又 は ウ ェ ブ を 繊 維 処 理 帯 域 を 通 し て 輸 送 す る た め の 運 搬 装 置 ； 繊 維 処 理 帯 域 に て 処 理 物 質
を 供 給 源 か ら 繊 維 に 施 用 す る た め の ア プ リ ケ ー タ ー ； マ ッ ト を 構 成 す る 個 々 の セ ル ロ ー ス
繊 維 を 引 き 離 し て 、 実 質 的 に 破 壊 さ れ て お ら ず 本 質 的 に 単 一 に さ れ た セ ル ロ ー ス 繊 維 か ら
な る 繊 維 出 力 を 形 成 す る た め の フ ァ イ バ ラ イ ザ ー ； 残 留 水 分 を フ ラ ッ シ ュ 蒸 発 さ せ る た め
の 、 フ ァ イ バ ラ イ ザ ー に 連 結 さ れ た 乾 燥 機 ； 及 び 、 乾 燥 さ せ 硬 化 さ せ た 架 橋 繊 維 を 形 成 す
る た め の 、 繊 維 の 付 加 的 加 熱 の た め の 制 御 温 度 帯 域 と 架 橋 剤 を 硬 化 さ せ る た め の オ ー ブ ン
を 含 む 系 及 び 装 置 に よ り 繊 維 を 調 製 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 明 細 書 中 で 使 用 す る よ う に 、 「 マ ッ ト 」 と い う 用 語 は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 又 は 互 い に 共
有 結 合 し て い な い 他 の 繊 維 を 含 む 任 意 の 不 織 シ ー ト 構 造 を 言 う 。 こ れ ら 繊 維 に は 、 木 材 パ
ル プ 若 し く は 、 綿 布 、 大 麻 、 イ ネ 科 の 牧 草 、 サ ト ウ キ ビ 、 ト ウ モ ロ コ シ の 茎 を 含 む 他 の 供
給 源 、 又 は シ ー ト へ と 撚 る こ と が で き る セ ル ロ ー ス 繊 維 の 他 の 適 す る 供 給 源 か ら 得 ら れ る
繊 維 が 挙 げ ら れ る 。 セ ル ロ ー ス 繊 維 の マ ッ ト は 、 好 ま し く は 、 伸 張 さ せ た シ ー ト 形 態 で あ
る が 、 サ イ ズ の 異 な る 数 多 く の 梱 包 シ ー ト の 一 つ で あ っ て も よ く 、 又 は 連 続 ロ ー ル で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 セ ル ロ ー ス 繊 維 の マ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 、 運 搬 装 置 （ 例 え ば 、 コ ン ベ ヤ ー ベ ル ト 又 は 一 連
の 駆 動 ロ ー ラ ー ） に よ り 輸 送 す る 。 運 搬 装 置 に よ り 、 マ ッ ト を 繊 維 処 理 帯 域 を 通 し て 運 ぶ
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 繊 維 処 理 帯 域 で は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 の マ ッ ト に 架 橋 剤 溶 液 を 施 用 す る 。 架 橋 剤 溶 液 は 、
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好 ま し く は 、 吹 付 け 、 ロ ー ル 塗 り 、 浸 漬 を 含 む 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 種 々 の 方
法 の う ち 任 意 の 方 法 を 用 い て マ ッ ト の 片 面 又 は 両 面 に 施 用 す る 。 一 旦 架 橋 剤 を マ ッ ト に 施
用 し た ら 、 例 え ば 、 マ ッ ト を 一 対 の ロ ー ラ ー を 通 し て 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 こ の 溶 液 を
マ ッ ト 全 体 に 均 一 に 分 布 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 マ ッ ト の 繊 維 を 架 橋 剤 で 処 理 し た あ と 、 マ ッ ト を ハ ン マ ー ミ ル に 通 し て 送 る こ と に よ り
、 含 浸 さ せ た マ ッ ト を 繊 維 化 さ せ る 。 ハ ン マ ー ミ ル は 、 マ ッ ト を そ の 構 成 要 素 で あ る 個 々
の セ ル ロ ー ス 繊 維 へ と ば ら ば ら に す る の に 役 立 ち 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 次 い で 乾 燥 ユ ニ ッ ト
を 通 し て 空 気 運 搬 し 、 残 留 水 分 を 除 去 す る 。 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 繊 維 マ ッ ト を 湿 潤
状 態 で 繊 維 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 得 ら れ る 処 理 済 み パ ル プ を 、 次 い で 、 追 加 の 加 熱 帯 域 （ 例 え ば 、 乾 燥 機 ） を 通 し て 空 気
運 搬 し て 、 パ ル プ の 温 度 を 硬 化 温 度 ま で 上 げ る 。 一 の 態 様 に お い て は 、 乾 燥 機 は 、 繊 維 を
受 容 し 、 繊 維 か ら 残 留 水 分 を フ ラ ッ シ ュ 乾 燥 法 に よ り 除 去 す る た め の 第 一 の 乾 燥 帯 域 と 、
架 橋 剤 を 硬 化 さ せ る た め の 第 二 の 乾 燥 帯 域 と を 含 む 。 ま た 、 別 の 態 様 に お い て は 、 処 理 済
み 繊 維 に フ ラ ッ シ ュ 乾 燥 機 を 通 し て 送 風 し て 残 留 水 分 を 除 去 し 、 硬 化 温 度 ま で 加 熱 し 、 次
い で 、 オ ー ブ ン に 移 し そ こ で 続 い て 処 理 済 み 繊 維 を 硬 化 さ せ る 。 概 し て 、 処 理 済 み 繊 維 を
乾 燥 さ せ て か ら 、 架 橋 さ せ る の に 充 分 な 時 間 ・ 温 度 で 硬 化 さ せ る 。 典 型 的 に は 、 繊 維 を 、
約 １ ２ ０ ℃ ～ 約 ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で 約 １ ～ 約 ２ ０ 分 間 オ ー ブ ン 乾 燥 し て 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 側 面 に お い て は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 製 造 す る た め
の 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を １ 種 以
上 の 漂 白 剤 で 処 理 し て 、 改 良 さ れ た 白 さ （ す な わ ち 、 高 い 白 さ 指 数 ） を 有 す る ポ リ ア ク リ
ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 漂 白 剤 は ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 に 施 用 す る 。 一 の 態 様 に お い て は 、 漂 白 剤
は 過 酸 化 水 素 で あ る 。 別 の 態 様 に お い て は 、 漂 白 剤 は 過 酸 化 水 素 と 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 組
合 せ で あ る 。 他 の 適 す る 漂 白 剤 と し て は 、 過 酸 （ 例 え ば 、 過 酢 酸 ） 、 過 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、
二 酸 化 塩 素 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 及 び 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 漂 白
剤 の 混 合 物 を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 有 利 な こ と に は 、 繊 維 １ ト ン あ た り 約 ０ ． １ ～
約 ２ ０ ポ ン ド （ 約 ０ ． ０ ５ ～ 約 ９ ｋ ｇ ） の 過 酸 化 水 素 で 処 理 す る こ と が で き る 。 一 の 態 様
に お い て は 、 繊 維 １ ト ン あ た り 約 ０ ． １ ～ 約 １ ０ ポ ン ド （ 約 ０ ． ０ ５ ～ 約 ５ ｋ ｇ ） の 過 酸
化 水 素 で 繊 維 を 処 理 す る 。 別 の 態 様 に お い て は 、 繊 維 １ ト ン あ た り 約 ０ ． １ ～ 約 ２ ポ ン ド
（ 約 ０ ． ０ ５ ～ 約 ０ ． ９ ｋ ｇ ） の 過 酸 化 水 素 で 繊 維 を 処 理 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 方 法 の 一 の 態 様 に お い て は 、 過 酸 化 水 素 及 び 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架
橋 繊 維 を 含 有 す る 空 気 流 れ 中 に 吹 き 付 け る こ と に よ り 、 漂 白 剤 を ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維
に 施 用 す る 。 こ の 態 様 に お い て は 、 繊 維 １ ト ン あ た り 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 約 ５ ポ ン ド （ 約
２ ｋ ｇ ） ま で 繊 維 に 施 用 す る こ と が で き る 。 一 の 態 様 に お い て は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊
維 は 乾 燥 し て い る 。 次 い で 、 得 ら れ る 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 を 梱 包 装 置 へ と 運 び 、
そ こ で 生 成 繊 維 を 搬 送 の た め 梱 包 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 の 特 性 及 び 特 徴 を 以 下 に 説 明 す る 。
　 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 サ ザ ン パ イ ン ク ラ フ ト パ ル プ 繊 維 （ CF416， Wey
erhaeuser Co.） を 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 （ ACUMER 9932, Rohm & Haas） （ 繊 維 の オ ー ブ ン 乾
燥 重 量 全 体 に 基 づ い て ４ 重 量 ％ の ポ リ ア ク リ ル 酸 ） 及 び 次 亜 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム （ 繊 維 の オ
ー ブ ン 乾 燥 重 量 全 体 に 基 づ い て ０ ． ７ 重 量 ％ ） で 処 理 す る こ と に よ り 調 製 し 、 そ の 後 、 表
１ に 記 載 し 表 ２ に 特 性 付 け る よ う に 、 再 加 湿 し て 漂 白 さ せ た 。 次 い で 、 処 理 済 み 繊 維 を １
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９ ３ ℃ で ８ 分 間 硬 化 さ せ た 。 こ れ ら 繊 維 を 、 水 又 は 表 １ に 説 明 す る 漂 白 剤 （ す な わ ち 、 過
酸 化 水 素 （ Ｈ 2 Ｏ 2 ） ／ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ Ｏ Ｈ ） ） を 含 有 す る 水 に よ り 再 加 湿 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 サ ン プ ル Ａ － Ｈ を 表 １ 及 び ２ に 示 す 。 サ ン プ ル Ａ は 対 照 で あ り 、 過 酸 化 水 素 又 は 水 酸 化
ナ ト リ ウ ム で 処 理 し て い な い ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 で あ る 。 サ ン プ ル Ｂ － Ｄ は 、 ポ リ ア
ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 を 、 繊 維 １ 風 乾 メ ー ト ル ト ン あ た り 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 無 し で 、 そ れ ぞ
れ 、 ０ ． ６ ５ ， １ ． ５ ， 及 び ３ ． ４ キ ロ グ ラ ム の 過 酸 化 水 素 に 供 す る こ と に よ り 調 製 し た
。 サ ン プ ル Ｅ は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 を 、 繊 維 １ 風 乾 メ ー ト ル ト ン あ た り 、 過 酸 化 水
素 無 し で 、 １ ． ２ キ ロ グ ラ ム の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム に 供 す る こ と に よ り 調 製 し た 。 サ ン プ ル
Ｆ － Ｈ は 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 繊 維 を 、 繊 維 １ 風 乾 メ ー ト ル ト ン あ た り 、 そ れ ぞ れ 、 ０ ．
４ ５ ， １ ． ４ ５ ， 及 び ４ ． ０ キ ロ グ ラ ム の 過 酸 化 水 素 並 び に ０ ． ９ ０ ， １ ． ４ ５ ， 及 び １
． ６ キ ロ グ ラ ム の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム に 供 す る こ と に よ り 調 製 し た 。 表 １ は 、 繊 維 サ ン プ ル
（ サ ン プ ル Ａ － Ｈ ） を 提 供 す る 漂 白 処 理 を ま と め て い る 。 施 用 量 は 、 架 橋 繊 維 １ 風 乾 メ ー
ト ル ト ン （ ａ ｄ ｍ ｔ ） に 対 し て 施 用 し た 化 学 物 質 固 体 の 量 （ キ ロ グ ラ ム ） で あ る 。 括 弧 内
の 値 は １ ト ン あ た り の ポ ン ド の 単 位 で あ る 。 実 験 最 小 値 は 、 再 加 湿 し た 生 成 物 の 測 定 水 分
含 量 に 基 づ く 計 算 値 で あ る 。 こ れ は 、 測 定 水 分 含 量 を 達 成 す る の に 必 要 な 量 の 水 に 関 し て
施 用 さ れ た 化 学 物 質 の 量 で あ る 。 水 は 加 熱 繊 維 の 冷 却 に よ り 蒸 発 し て 失 わ れ る こ と か ら 、
施 用 さ れ る 化 学 物 質 の 実 際 量 は 計 算 さ れ た 実 験 最 小 値 よ り も 多 い と 見 込 ま れ る 。 こ の 計 算
は 、 １ 風 乾 メ ー ト ル ト ン が 水 分 含 量 １ ０ 重 量 ％ で あ る と 仮 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 原 理 を 説 明 す る た め に は 、 白 さ 及 び 白 色 度 の 検 討 が 有 用 で あ る 。 Websterの 辞
書 に よ れ ば 、 白 は 、 “ 顕 著 な 明 度 を も つ 物 体 の 色 で あ り 、 可 視 ス ペ ク ト ル 全 域 に わ た る 殆
ど 全 て の 入 射 エ ネ ル ギ ー を 拡 散 し て 反 射 す る 物 体 に 属 す る と 特 質 上 感 じ ら れ る 色 ” と 定 義
さ れ る 。 名 詞 又 は 形 容 詞 と し て 使 用 す る 場 合 、 白 は “ 色 が な い ” と 定 義 さ れ る 。 殆 ど の 天
然 産 物 や 多 く の 人 工 製 品 は 、 “ 色 が な い ” と い う こ と は な い 。 “ 白 い ” 製 品 が フ ラ フ パ ル
プ 、 紙 、 織 物 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 又 は 歯 で あ る か 否 か に か か わ ら ず 、 殆 ど 常 に 、 白 以 外 の 固
有 の 色 が 製 品 に 付 随 し て 存 在 す る 。 こ こ で 二 つ の 仮 定 的 な 物 体 を 考 え る 。 第 一 の 物 体 は 、
Websterの 白 の 定 義 を 満 た し 、 反 射 率 の 高 い 一 様 な ス ペ ク ト ル を 特 徴 と す る も の で あ り 、
第 二 の 物 体 は 、 第 一 の 物 体 に 少 量 の 青 色 着 色 料 を 添 加 し た も の で あ る （ ス ペ ク ト ル は 一 様
で な く な る ） 。 た と え そ の 全 反 射 率 が 一 定 の ス ペ ク ト ル 領 域 に お い て 低 い と し て も 、 殆 ど
の 人 は 第 二 の 物 体 が よ り 白 い と 判 断 す る で あ ろ う 。 更 に 、 人 間 の 色 覚 の 主 観 性 に 関 し て は
、 無 意 識 に 一 定 の 関 連 付 け が な さ れ る 。 青 白 色 は “ き れ い で 純 粋 ” と 関 連 付 け ら れ る 一 方
、 “ 黄 白 色 ” は “ 汚 い 、 古 い 、 又 は 不 純 ” の 象 徴 で あ る 。 結 果 と し て 、 充 填 材 及 び そ の 色
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合 い が 適 切 で あ る （ 例 え ば 、 赤 － 青 、 緑 － 青 ） 着 色 料 の タ イ プ や 量 と 、 対 象 に 対 す る 最 適
な 光 学 的 処 方 と が 、 多 大 な 関 心 を 払 わ れ る 主 題 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 白 さ の 属 性 （ TAPPI白 色 度 で は な い ） は 、 顧 客 に よ る 製 品 の 白 さ に 関 す る 好 み と よ く 相
関 し て い る 。 TAPPI白 色 度 が 等 し い 二 つ の 製 品 間 で 選 択 権 を 与 え ら れ た 場 合 、 人 間 は 通 常
、 白 さ の 属 性 が 高 い 製 品 を 好 む 。 CIE白 さ の 適 用 は 、 そ の よ う な 白 さ の 属 性 の 唯 一 の 指 標
で あ る 。 同 様 に 、 比 較 さ れ る 製 品 よ り 白 さ の 高 い 製 品 は 、 そ れ が 低 い 白 色 度 を 示 す 場 合 で
あ っ て も 、 好 ま し い 。 北 ア メ リ カ に お け る TAPPI白 色 度 と 、 残 り の 全 世 界 に わ た る ISO白 色
度 は 、 製 品 の “ 白 さ ” を 粗 く 定 量 す る た め に 使 用 さ れ る パ ル プ 及 び 紙 産 業 の 特 別 な 標 準 規
格 で あ る 。 TAPPI又 は ISOの い ず れ の 標 準 規 格 が 適 用 さ れ る か に か か わ ら ず 、 白 色 度 は ４ ５
７ ｎ ｍ の 有 効 波 長 で 測 定 さ れ る 製 品 の パ ー セ ン ト 反 射 率 と 定 義 さ れ る 。 一 般 に 、 当 産 業 で
は 白 色 度 が 高 い と は 白 さ が 高 い こ と を 意 味 す る と 認 識 さ れ る が 、 必 ず し も 常 に そ う で は な
い 。 白 色 度 は 可 視 ス ペ ク ト ル の 青 色 端 に お い て 行 わ れ る 帯 域 限 定 測 定 で あ る か ら 、 本 質 的
に は 製 品 が ど れ だ け 青 い か を 測 定 し て い る 。 白 色 度 の 表 示 に 依 拠 す れ ば 、 TAPPI白 色 度 を
最 大 に す る こ と が で き 、 更 に 白 で は な く 青 く 見 え る 製 品 を 製 造 す る こ と が で き る 。 白 色 度
は 、 製 品 が ど れ だ け 白 い か と い う 示 度 を ほ と ん ど 提 供 し な い し 、 そ の 明 度 、 色 相 、 又 は 彩
度 に つ い て 何 も 示 さ な い 。 白 さ の 表 示 と し て こ れ で は 不 充 分 で あ る 。 こ の よ う に 、 白 さ が
主 目 的 で あ る 場 合 に 白 色 度 を 追 求 す る の は 危 険 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｌ ， ａ 及 び ｂ を 用 い て 、 表 面 の 色 外 観 の ３ つ の 属 性 に つ い て 測 定 し た 値 を 以 下 の と お り
に 示 す ： Ｌ は 明 度 を 示 し 、 黒 色 を 示 す ゼ ロ か ら 完 全 な 白 色 を 示 す １ ０ ０ ま で 増 加 す る ； ａ
は 、 プ ラ ス は 赤 色 を 示 し 、 マ イ ナ ス は 緑 色 を 示 し 、 ゼ ロ は 灰 色 を 示 す ； そ し て ｂ は 、 プ ラ
ス は 黄 色 を 示 し 、 マ イ ナ ス は 青 色 を 示 し 、 ゼ ロ は 灰 色 を 示 す 。 反 対 色 の 概 念 は 、 １ ８ ７ ８
年 に へ ー リ ン グ に よ っ て 提 唱 さ れ た 。 １ ９ ４ ０ 年 代 以 来 、 数 多 く の 測 定 可 能 な Ｌ ， ａ ， ｂ
次 元 は 、 CIEド キ ュ メ ン ト No.15に 定 義 さ れ る 、 そ れ ら を CIE XYZ ３ 刺 激 値 に 関 連 さ せ る 等
式 に よ り 定 義 し て き た 。 所 与 の 色 に つ い て 測 定 さ れ た 値 は 、 そ れ ら の 値 が 表 さ れ る 色 空 間
に 依 存 す る 。 ［ TAPPI 1213 sp-98“ 光 学 的 測 定 用 語 法 （ Optical measurements terminolo
gy） ” （ 紙 の 外 観 評 価 に 関 す る ） ］ 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 基 本 的 な 色 測 定 は 商 業 的 に 入 手 可 能 な 装 置 （ 例 え ば 、 Technibrite MicroTB-1C, Techny
dine Corp.） を 用 い て 行 わ れ る 。 こ の 装 置 は 、 白 色 度 フ ィ ル タ 及 び 色 フ ィ ル タ を 通 し て 走
査 す る 。 各 々 の フ ィ ル タ 位 置 に お い て ５ ０ 回 読 み 取 り を 行 い 平 均 す る 。 測 定 は 、 白 色 度 ，
Ｒ （ Ｘ ） ， Ｒ （ Ｙ ） ， 及 び Ｒ （ Ｚ ） と し て 報 告 さ れ る 。 白 色 度 は ISO白 色 度 （ ４ ５ ７ ｎ ｍ
） で あ り 、 Ｒ （ Ｘ ） は 絶 対 赤 色 反 射 率 （ ５ ９ ５ ｎ ｍ ） で あ り 、 Ｒ （ Ｙ ） は 絶 対 緑 色 反 射 率
（ ５ ５ ７ ｎ ｍ ） で あ り 、 Ｒ （ Ｚ ） は 絶 対 青 色 反 射 率 （ ４ ５ ５ ｎ ｍ ） で あ る 。 次 い で 、 CIE
三 刺 激 関 数 Ｘ ， Ｙ ， 及 び Ｚ を 次 の 等 式 に し た が っ て 計 算 す る ： Ｘ ＝ ０ ． ７ ８ ２ Ｒ （ Ｘ ） ＋
０ ． １ ９ ８ Ｒ （ Ｚ ） ， Ｙ ＝ Ｒ （ Ｙ ） ， 及 び Ｚ ＝ １ ． １ ８ １ Ｒ （ Ｚ ） 。 次 に 、 Ｌ 値 ， ａ 値 及
び ｂ 値 を 、 確 立 さ れ た 等 式 を 用 い て 算 定 す る （ Technibrite Micro TB-1C Instruction Ma
nual TTM 575-08, １ ９ ８ ９ 年 １ ０ 月 ３ ０ 日 ） 。 白 さ 指 数 ， Ｗ Ｉ ( C D M - L ) は 、 TAPPI T 1216
 sp-98（ TAPPI 1216 sp-98“ 白 さ 、 黄 色 度 、 白 色 度 、 及 び 発 光 反 射 率 フ ァ ク タ ー に つ い て
の 指 数 （ Indices for whiteness, yellowness, brightness and luminous reflectance f
actor） ” ） に し た が っ た 等 式 ， Ｗ Ｉ ( C D M - L ) ＝ Ｌ － ３ ｂ に よ り 計 算 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 サ ン プ ル Ａ － Ｈ に つ い て の 白 さ 指 数 お よ び ハ ン タ ー 色 値 を 表 ２ に 示 す 。 色 （ ハ ン タ ー Ｌ
， ａ ， ｂ ） 及 び 白 さ 指 数 （ Ｗ Ｉ ） は 、 初 期 値 、 １ 日 後 及 び １ ４ 日 後 の 値 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 表 ２ に 示 す 白 さ と 色 値 を み る と 、 ハ ン タ ー Ｌ は 過 酸 化 水 素 の 量 の 増 加 に 伴 い 増 加 し 、 ハ
ン タ ー ｂ は 過 酸 化 水 素 の 増 加 に 伴 い 減 少 し て お り 、 そ の 結 果 白 さ 指 数 （ Ｗ Ｉ ） は 増 加 し て
い る 。 例 え ば 、 サ ン プ ル Ａ － Ｄ に つ い て ０ 日 の 測 定 値 を 用 い る と 、 過 酸 化 水 素 の 量 を 増 加
さ せ る こ と に よ り 、 ハ ン タ ー Ｌ が 増 加 し （ ９ ５ ． ２ ， ９ ５ ． ６ ， ９ ５ ． ６ ， ９ ６ ． １ ） 、
ハ ン タ ー ｂ が 減 少 す る （ ７ ． ４ ３ ， ７ ． １ ４ ， ６ ． １ ３ ， ５ ． ９ ２ ） 。 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム
が 存 在 す る サ ン プ ル Ｅ － Ｈ に 関 し て も 、 同 様 の 傾 向 が 見 ら れ る 。 ハ ン タ ー Ｌ は 増 加 し （ ９
５ ． ３ ， ９ ５ ． ５ ， ９ ５ ． ８ ， ９ ５ ． ９ ） 、 ハ ン タ ー ｂ は 減 少 す る （ ７ ． １ ３ ， ７ ． １ ０
， ６ ． １ ３ ， ５ ． ９ ２ ） 。 し か し 、 ハ ン タ ー ｂ の 変 化 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 添 加 に よ り
影 響 を 受 け る 。 例 え ば 、 サ ン プ ル Ｃ （ 過 酸 化 水 素 １ ． ５ ｋ ｇ ） と サ ン プ ル Ｇ （ 過 酸 化 水 素
１ ． ４ ５ ｋ ｇ ） を 比 較 す る と 、 ハ ン タ ー ｂ 値 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 無 し で ０ 日 で ７ ． ０ ４
で あ り （ サ ン プ ル Ｃ ） 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 有 り で ０ 日 で ６ ． １ ３ （ サ ン プ ル Ｇ ） で あ る こ
と が 分 か る 。 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 処 理 材 料 は 、 約 １ ポ イ ン ト の ア ド バ ン テ ー ジ が あ る 。 し か
し 、 １ ４ 日 の 暗 所 貯 蔵 後 に は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム で 処 理 し た サ ン プ ル （ Ｇ ） は 、 ５ ． ９ ５
で 本 質 的 に は 変 わ ら な い が 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 無 し の サ ン プ ル （ Ｃ ） の ハ ン タ ー ｂ は ３ ．
５ １ ま で 低 下 し た 。 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 処 理 材 料 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を 施 用 し て い な い サ
ン プ ル と 比 較 し て 、 ２ ポ イ ン ト 以 上 の ア ド バ ン テ ー ジ を あ け ら れ て い る 。 概 し て 、 最 良 の
結 果 は 、 白 さ 指 数 の 増 加 が 示 す よ う に 、 時 間 の 経 過 （ 例 え ば 、 １ ４ 日 間 ） に よ り 得 ら れ 、
過 酸 化 水 素 の み で の 処 理 に よ り 達 成 さ れ る （ サ ン プ ル Ｂ － Ｄ を 参 照 の こ と ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 有 利 な こ と に 、 例 え ば 、 板 紙 、 テ
ィ シ ュ ー 、 タ オ ル や 布 巾 、 並 び に 、 幼 児 用 お む つ 、 失 禁 製 品 、 及 び 婦 人 用 ケ ア 製 品 な ど の
パ ー ソ ナ ル ケ ア 吸 収 性 製 品 を 含 む 種 々 の 製 品 に 組 み 込 む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 別 の
側 面 に お い て は 、 本 発 明 は 、 漂 白 ポ リ ア ク リ ル 酸 架 橋 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 含 ん で い る 布 巾 、
タ オ ル 、 及 び テ ィ シ ュ ー 、 並 び に 、 幼 児 用 お む つ 、 成 人 用 失 禁 製 品 、 及 び 婦 人 用 衛 生 製 品
を 含 む 吸 収 性 製 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 を 説 明 し て き た が 、 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く
種 々 の 変 更 を 本 発 明 に な し 得 る こ と は 理 解 す べ き で あ る 。
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